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＜病棟連絡事項＞
・医療保護入院の「同意家族」とやり取り（面談・電話・洗濯物の受け渡し等）があった場合は電子カルテの白い付箋に日付を記入して下さい。
・12/26 14:00　エラン関係業者が各病棟のCS物品の棚卸に来ます。

・インフル・コロナの検査キットを薬局から補充しています。

・12/25　14:00～15:30体育館でクリスマス会開催予定です。
・シャワー室使用後は、水色の滑り止めマットをあげて乾かしてください。敷いたままだとカビが発生します。

＜ベッドコントロール＞
・東野　愛様～デポ剤施行の為、東病棟へ転出となっています。
＜患者様連絡事項＞
・石和　八十美様～CSの汚染BOXからタオルを拾って使用している可能性あります。

　　　　　　　　　不衛生である為、汚染入れBOXはしばらくシャワー室で管理していきましょう。
・福井　宏様～家族様来院時に、洗濯物について確認をお願いします。メモ貼っている為メモを見てお伝え下さい。
・赤坂　フミヱ様～赤坂様の名前が書いた袋に赤坂様の物であろう肌着がありますが、自身の物ではないと言っています。家族確認していきましょう。また、便汚染された物を持っているようです。汚染物の溜めこみがないようチェスト内を確認していきましょう。
・川原　サエ子様～マイライフ施設スタッフより本人の保険証の所在確認ありました。

　　　　　　　　　すみれーなで保管している事お伝えしています。

・秋田谷　妙子様～友人の迎えあり外出されています。現金1万円（小銭で）持って行かれています。初外来日について友人に伝え済みです。自宅へ行った際に介護保険書類が届いているか確認してくるよう本人へ伝えています。

・田端　香織様～他科受診に行かれています。

・本田　未来様～不安時セパゾンの処方依頼をしています。
・竹原　千晴様～主治医へGAF入力、12/26～14日分臨時薬の処方頂いています。
・松原　謙一様～外泊中です。帰院時CSズボンの回収をお願いします。
・鈴木　達也様～母様来院時、不要コードを返却していきましょう。
・松田　寿音様～統合失調症についての疾病教育をするよう主治医より指示あります。
　　　　　　　　担当Nsより本日実施予定です。

・中田　弘子様～朝・夕ご飯を希望にて粥へ変更しています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・赤坂　フミヱ様～本日は暴言や粗暴行為なく経過しています。T・N様との距離が保てるよう適宜介入していきましょう。
・夏坂　禎様～夜間は浅眠で経過しています。日中の活動ができるよう適宜声掛けをしていきましょう。
・石和　八十美様～昨日のケア会議で退院要求あり、今朝もやや不機嫌さありました。日中はスタッフへの話し掛けありますが、退院についてや不満訴えではなく穏やかに経過されています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・内山　陽大様～診察にて、同年代とのコミュニケ―ションにはそこまで気にせず関わっていけば良い事など助言受けている。また、今後は年明け頃に自宅への退院を目指し、B型就労再開していってみるよう説明受け本人も了承。年明けには自宅退院を目指していきたいという事の説明を母にもするよう指示あり。
・鈴木　達也様～診察にて、現在は希死念慮は徐々に消失してきている、退院できないことがストレスになっていたと話している。また、前回の薬剤変更後より日中の眠気が強いと訴えあり今回処方よりクエチアピン50mg→25mgへ減量となる。今後退院にむけ、自宅退院の可能性があるかどうかを確認するため、1～2月を目途に母親に面談実施したい事を伝えていくよう指示あり。服薬自己管理は継続。
・田端　香織様～診察でも外出に関する確認何度か聞かれており、主治医からはインフルエンザ流行時期でもある為、するとしても年明け以降でと説明されている。流延多く見られる為、オランザピンは飲み切り中止。
・高柳　和子様～診察では、アパートがどうなっているか心配だから外出したいと話されていたが、主治医より外出泊はもう少し待って欲しい事伝えられ、了承している。処方変更無し。
・鈴木　知子様～診察でも、相性の悪い患者様との接し方について悩んでいると話されており、主治医からは「今は調子が悪いのですみません」と断りを入れてみるのはどうかと助言貰っており、本人も納得している。処方変更無し。
・沢田　秋子様～ここ1週間著変なく過ごせている事、目立つ妄想発言や不調訴えなく経過している。処方変更無し。
・長瀬　伸也様～診察でも裁判所に行かなければとの発言あるが、主治医からは退院後1ヶ月おきに外来通院することは退院の条件ではある事説明されるも、再度裁判所に行かないと、と繰り返し話は平行線であった。処方なし。
・小泉　裕子様～診察場面でも、妄想に左右された言動は聞かれていたが様子は穏やかであった。処方の変更なし。
・木村　柚子様～診察では主治医より、GH入所は1月以降になるだろうこと、今回初めての事で緊張する気持ちもあるだろうが上手くいかない事があっても慣れないうちはあまり気にしすぎなくても大丈夫である事など施設入所にむけて本人を鼓舞するよう声掛け頂いている。
・八森　啓子様～診察では、妹様より”金銭管理を周囲に任せて、ペット可と言ってくれる大家がいるなら1人暮らしをしてもよい”と言われたと話している。ペット可の施設を検討していくよりも現実的ではあるが、事実かどうかの確認は家族へしていく必要あり。処方変更無し。
＜皮膚科診察情報＞
・石和　八十美様～皮膚科診察にて左踵部に亀裂　乾燥　角化あり、アズノール軟膏+ガーゼ保護と両足趾間　爪が白癬であるとの事で、足趾間はテルビナフィンクリーム塗布、両趾爪はテルビナフィン外用液塗布の指示となる。
・本田　未来様～頭部の痒みの訴えあり、皮膚科診察にて、脂漏性皮膚炎であろうとの事でデルモゾールDPローション塗布の指示となる。
	
	


・中山　真由美様～左肘上、以前擦過傷があった部分の乾燥、掻痒感の訴えあり、デルモゾール軟膏塗布の指示となる。
デルモゾール軟膏　2本処方あり。
・赤坂　フミヱ様～皮膚科診察にて、躯幹　四肢はやや軽快傾向にあり、また両趾爪は特変なく軟膏処置継続、
デルモゾール軟膏　4本とヘパリン類似物質油性クリーム　2本処方となる
・高橋　サエ様～皮膚科診察にて、軽快傾向にあり軟膏処置継続、デルモゾール軟膏　5本処方となる。
・庭田　昇二様～痒みはだいぶ楽になったとの事で軟膏処置継続、
内服のフェキソフェナジン継続処方、プレドニゾロン(5)2T→1Tに減量し継続処方、デルモゾール軟膏　6本処方となる。
